
国土交通省「健康状態に起因する事故報告件数」

●１日（土）～��日（月）…道路ふれあい月間　●��日（火）～��日（月）…道路防災月間
●７日（金）…立秋　●��日（火）…山の日　●��日（水）…バイクの日　●��日（木）…交通信号の日

暑い日が続きますが、体調不良は重大事故につながるおそれがあります。この時期
には熱中症にも警戒が必要です。
日頃から食事や睡眠をしっかりととり、コンディションに注意するとともに、運転中に
体調不良に陥った際の対処法を確認しておきましょう。

体調不良が原因となる交通事故の特徴として、死者・重傷者数の割合
が高いことが挙げられます。
国土交通省によると、健康起因事故の死亡率は全事故の約９倍
（2024年発表データ）と極めて高く、脳・心臓疾患等による走行中の意識
喪失がノーブレーキの重大衝突に直結しています。
加えて８月は「熱中症」にも最大限の警戒が必要です。
体調不良は、一歩間違えれば大惨事につながる危険が潜んでいることを
理解して、夏場の健康管理を徹底しましょう。

2025年６月27日午後５時30分ごろ、北海道内の国道で対向車線にはみ出したミキサー車
と乗用車が衝突する事故が発生しました。
ミキサー車の運転者は意識が朦朧とした状態で病院に緊急搬送され、検査の結果、熱中症
を発症していたとみられています。
夏場は運転中だけではなく、仕事や運動などで屋外での活動が続いた場合に体調が悪くな
るケースも念頭に、こまめな水分補給等の熱中症対策に取り組みましょう。

©2026 SMA Support Co.,Ltd

熱中症による意識障害が原因と思われる事故が発生事故事例

健康起因事故の死亡事故率、全事故の約９倍

�月の安全運転ごよみ

健康管理と安全運転

月の安全運転目標
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全事故 健康起因事故

2024 年
死亡事故率・健康起因事故

0.78

7.0

約９倍

心臓疾患
15％

脳疾患
13％

大動脈瘤及び解離
　3％

呼吸器系疾患
　7％

消化器系疾患
　7％

睡眠時無呼吸症候群
　0.4％

その他
42％

（突発性めまい ・風
邪 ・花粉症 ・新型
コロナウイルス ・
熱中症　等）

健康起因事故を起こした運転者の疾病別内訳
（2015 年～ 2024 年）

不明
15％



健康起因事故を防ぐために、１年に１回は健康診断を必ず受診しましょ
う。そして、診断結果に従い、再検査の受診や健康状態の改善に努める
ことが大切です。
また、夏場は睡眠不足によって疲労がたまっていたり、食事をとらずに運
転するなど無理が重なると、熱中症のリスクが高まります。車内ではエア
コンを適切に使い、のどの渇きを感じる前にこまめな水分・塩分補給を徹
底しましょう。また、涼しい場所での定期的な休憩を挟み、無理のない運
転を心掛けてください。

運転者の無理を見落とさず、適切な判断を！運転者の無理を見落とさず、適切な判断を！

運転者として知っておきたい知識

運転中に「体調不良」に陥った場合、症状に関わらず、なるべく早く安全
な駐車スペースを探して運転を中断しましょう。
車を止めたら、車が動き出さないようパーキングブレーキを確実に作動させ
ます。その後、シートベルトを外して座席シートを倒し、ラクな姿勢でしばら
く休憩してください。
もし休んでも回復しない、あるいはさらに体調が悪くなってきたと感じたら、
職場や家族などに連絡をするか、周りの人に助けを求めてください。意識
障害があるなどの場合は、非常に危険な状態ですので迷わず救急車を
呼びましょう。

夏場は、点呼や朝礼時等に「昨日の夜はよく眠れた？」「朝ご飯は
しっかり食べてきた？」など具体的な問いかけを行い、運転者の小
さな変化を察知しましょう。
声のトーンが低い、元気がない、といった異変を感じた場合は、「運
転の見合わせ」や「業務の変更」等、適切な判断が必要です。

夏場は寝不足にも要注意！

無理をせず、運転を中断することが重要です

健康管理が事故防止に

睡眠と食事が安全運転のポイントに

運転中に体調不良に陥った場合の対処法

運転者の無理を見落とさない点呼を！
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皆様のご意見をお聞かせください
より良い情報提供のため、取り上げてほしいテーマなど、皆様のご意見をお聞かせください。
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